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伝国の杜は９月29日で開館20年。
これまでの感謝をこめて周年事業を
展開しています。
これからも皆様に愛され、喜んで
いただける施設を目指してまいります。

後期　9月 11日            ～ 10月 10日　　　　　　　　　　　　   　　  
休館日　9/22（水）

国宝・観楓図屏風（部分）／狩野秀頼〔東京国立博物館〕【後期】Image:TNM Image Archives

国宝・上杉本洛中洛外図屏風／狩野永徳〔当館〕

■ミュージアムショップ

■ミュージアムカフェ

■伝国の杜サポーター

■伝国の杜ファンクラブ

https://uesugi-museum.jp

　魅力的な展覧会図録や、展示にあわせた商品を取り揃えています。
　是非お立ち寄りください。

年会費

●博物館の展示を何度でも無料でご覧いた
　だけます。
●ホールチケットを先行予約、割引価格で
　ご購入いただけます。
●伝国の杜だよりなどの情報をお届けします。
●ミュージアムショップ・カフェがお得に利用できます。
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＊9月現在の予定ですので、変更になることがあります。2021.9.20－2022.3.31

9月23日（木・祝）～
11月23日（火・祝）

9/11～10/10　　国宝上杉本洛中洛外図屏風　原本展示

10/16（土）

12/  8（水）

▼

▼

2/11（金・祝）

3/ 13（日）
▼

開館20周年企画展

上杉家伝来能面・能装束
～語りはじめた面袋～

開館20周年コレクション展

上杉家文書の世界Ⅵ
～戦国の交渉～

休館日
10/27
11/24
12/ 6

企画展示室 常設展示室

10/10（日）

    　　10月31日（日）14:00～
　「面袋はかく語りき
　～近世大名家の能道具～」
　 国立劇場調査養成部調査資料課調査係長　門脇幸恵氏
　 2 階大会議室にて、聴講無料
　 事前申込制、定員 80名

講

講

10月16日（土）17:15～
要入館料、事前申込制、先着20名

10月9日（土）9:15～
要入館料、事前申込制、定員10名

2月11日（金・祝）17:15～
先着20名
3月13日（日）9:15～
先着10名、要入館料、事前申込制

11/3
博物館無料
入館日

東北文化の日
どなたでも
無料

11月25日（木）～
2022年1月30日（日）　

 定勝の文芸②
 ～定勝と書物～

 11月28日（日）

  9月26日（日）

2月1日（火）～
3月27日（日）

  2月6日（日）

  12月11日（土）

奥羽再仕置430年記念展示

天下統一と上杉氏

12月11日（土）～
2022年1月10日（月・祝）

■  11月3日（水・祝）
　  13:30～16:00
　  だれもしらない博物館
　  博物館バックヤードツアー

■  11月12日（金）
　  19:00～20:30
　  ナイトツアー
　  ようこそ夜の博物館へ
　  ～お能のひ・み・つ～

　　　　　　　　　　　　　いずれも10:00～15:00～2回

「伝国の杜サポーター」は、当館の
事業を表側と裏側とで支えてくだ
さっているボランティアです。
現在10代から80代までの皆さん
が館内案内、広報、図書整理など、
8つの分野で活動しています。
新規メンバーの募集も通年行って
いますので、お気軽にお問合せ下
さい。

通常の活動以外にも花植えなど
「おもてなし」の活動をしています。

令和３年度会員入会受付中です♪

収蔵品を活かした自慢の
オリジナルグッズには、
20年のロングセラーも。
館内ショップ、
ＷＥＢショップで
お求めいただけます。

自慢のカプチーノ、米沢
特産のうこぎを使った
ドリンクやスイーツで
極上のひとときをどうぞ。

クルチュール

現在、土日祝日のみ営業
となります。
営業時間：10:00～15:30
                         (ラストオーダー）城址周辺の四季の変化を楽しめる店内

定勝の文芸①
～漢詩文と歌～

我が子へ

～永徳とその周辺～

10月1日からは
下半期の

会費になります

□申込方法：
　ファンクラブ入会申込書に年会費を添えて、伝国の杜事務室にてお申込ください。
■お問合せ　0238-26-8000

東北文化の日参加事業

どなたでも無料です。

博物館無料入館日

11/3（水・祝）

新型コロナウイルス感染症
拡大防止にご協力ください。

手指の消毒

マスク着用

検温

密を避ける

距離をとる

■博物館チケット半券は
　2週間程度保管下さい。
　（ご来館日がわかります。）

■ホール自主事業では
　チケットご購入の際お名前、ご住所
　など連絡に必要な情報のご提供をお
　願いしています。※感染拡大により記載内容に変更が生じる場合があります。

　最新情報はお問い合わせください。

博物館開館時間：9:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）　
休館日：５～ 11月 第４水曜日   12 ～ 3月 毎週月曜日
                  （いずれも休日の場合はその直後の平日）
　　　　年末年始　12/27 ～ 1/1 ※1/2、3は開館（予定）。

博物館入館料：常設展　一般 410（330）円　
高大生 210（150）円　小中生 110（60）円
※（　）　内は 20名以上の団体料金　
※特別展・企画展は料金が異なります。
    ＨＰ等でご確認下さい。

〒992-0052 山形県米沢市丸の内 1-2-1
米沢上杉文化振興財団　℡ 0238-26-8000
米沢市上杉博物館　℡ 0238-26-8001
置賜文化ホール　　℡ 0238-26-2666
FAX　0238-26-2660

　　■発行/米沢市上杉博物館　置賜文化ホール　■編集/公益財団法人　米沢上杉文化振興財団　■発行日/令和3年9月　　■印刷/株式会社青葉堂印刷

「伝国」という言葉は、米沢藩９代藩主上杉鷹山が天明 5年（1785）上杉治広に家督を譲る際に藩主の心得として与えた「伝国の辞」に由来するものです。

学ぶ
楽しむ
お得に

たくさん

何度も

深く

気軽に

2/２0（日）15:00 開演
山形交響楽団
ユアタウンコンサート
米沢公演

11/２3（火・祝）15:00 開演
AUN J
クラシック・オーケストラ
NIPPON応援和楽器 LIVE

11/13（土）14:00 開演
能面から知る能の世界

よねざわ市民ミュージカル
レッスン
　　 10/29（金）
　　 11/19（金）
　　 12/ 3（金）
2022. 1 / 7（金）
いずれも19:00～21:00
※会場や見学方法につ
　いてはお問い合わせ
　下さい（要申込）

1/２2（土）14:00 開演
三遊亭円楽・
林家たい平
二人会



博物館からのお知らせ　▼

年間テーマ：上杉定勝常設展示室 上杉文華館

学芸ノートから

　

　国宝「上杉家文書」のうち、2代藩主・上杉定勝に関わる史料を中心に展示。
　国宝「上杉家文書」は約一か月ごとに展示替えします。
　※内容は変更になる場合があります。
　　④９月23日（木・祝）～11月23日（火・祝）「定勝の文芸①～漢詩文と歌～」 　CT：  9月26日（日）
　　⑤11月25日（木）～2022年1月30日（日）「定勝の文芸②～定勝と書物～」　 CT：11月28日（日）
　　⑥2月1日（火）～3月27日（日）「我が子へ」　　　　　　　　　　　　　　 CT：  2月  6日（日）
　　★国宝上杉本洛中洛外図屏風（複製）もご覧いただけます。

CT（コレクショントーク）について
各回10:00～、15:00～の２回行います。
★要常設展入館料

お得！

会　期　10月16日（土）～12月8日（水）　
休館日　１０/27（水）、11/24（水）、12/6（月）
料　金　一般700（560）円、高・大生450（360）円、小・中生300(240)円
　　　　※（　）は20名以上の団体料金

開館20周年記念コレクション展　

「上杉家文書の世界Ⅵ～戦国の交渉～」

◆ギャラリートーク（担当学芸員による展示解説）
　2月11日（金・祝）17:15～　先着20名
　3月13日（日）9:15～　先着10名
　※事前申込　1月12日（水）9:00～
　企画展示室にて、要コレクション展入館料

◆講演会 　　
　10月31日（日）14：00～16:30
　 「面袋はかく語りき～近世大名家の能道具～」
　講師：国立劇場調査養成部調査資料課 調査係長　門脇　幸恵氏 
　会場：伝国の杜　２F大会議室　定員：先着80名（予定）

◆ギャラリートーク（担当学芸員による展示解説）
　10月16日（土）17：15～　　企画展示室にて　先着：20名

◆ナイトツアーようこそ夜の博物館へ　
　「お能のひ・み・つ」
　11月12日（金）19：00～　　企画展示室にて　先着20名
　事前申込：10/13（水）9:00～受付

だれもしらない博物館
博物館バックヤードツアー

ナイトツアー
ようこそ夜の博物館へ
お能のひ・み・つ

奥羽再仕置430年記念展示

厚板  紅茶白段唐鐶菱打板に紗綾型獅子花入亀甲文様

開館20周年記念企画展
常設展・企画展一体型

　江戸時代、米沢藩主上杉家においては、幕府の式楽となった能楽に取
り組み、２代定勝、３代綱勝、４代綱憲、８代重定の愛好ぶりが目立ちます。
一時は蔵２棟に保管するほどのコレクションであった上杉家の能面や能
装束などの能道具は、明治時代に入り、散逸してしまいます。
　能面を保護するための『面袋』は、今まで資料として顧みられることはあ
りませんでしたが、そこには、面の旧蔵者をたどる上で非常に重要な情報
が蓄えられていることがわかってきました。
　本展では、『面袋』の情報や、それを裏付ける写真、文献資料により上杉
家伝来であることが確認された能面と、明治期から昭和22年にかけて東
京国立博物館に収蔵された上杉家伝来能面、能装束を里帰り展示し、上
杉家能楽資料の現在と上杉家における能楽の歴史や能道具管理などに
ついて紹介します。

参加無料 事前申込制

要入館料 事前申込制

要入館料 事前申込制

参加費500円 事前申込制

「天下統一と上杉氏」

上杉重定所用

　本資料は能に造詣が深かった米沢藩８代藩主上杉重定が着用したと伝えられる能装束で
す。上杉家では４代藩主綱憲以降、代々豪快な動きと華麗な舞を特色とする金剛流を愛好し
ていました。
　経六枚綾地に金糸で唐鐶と紗綾形の２種の地文を織り出し、唐鐶文の上文には菱と打板
の文様を、紗綾形文の上文には獅子丸と花入亀甲の紋様を縫取織で織り出した厚板です。
縫取織に用いられる絵緯糸には紅・白・紫・水浅葱・浅葱・藍・淡黄・金茶・萌黄と10色あまり
の色糸を用い、重厚な文様に華やかさを加えています。
　厚板に金糸が織り込まれ、文様が具象化して壮麗になる傾向は、能楽を愛好した５代将軍
徳川綱吉の時代以降とされ、この厚板も当時の華美な傾向を示す江戸時代中期の制作と考
えられます。その中でも数種の上文をバランス良く配置して織り出した豪奢な作例です。能装
束の厚板は、武将、神、鬼神など男性のシテ（主役）を演じる際に、狩衣や法被など表着の下
に着付として用いられるものですが、江戸時代に入ると、役柄に合わせてさまざまなデザイン
が創り出されました。時代背景と伝来が合致する、デザイン性を備えた優品です。

無限大

上記いずれも事前申込：9/22（水）9:00～受付

特別協力　東京国立博物館
協　　力　服飾文化共同研究拠点　文化ファッション研究機構 文化学園大学
　　　　　野上記念法政大学能楽研究所　共同利用・共同研究拠点　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「能楽の国際・学際的研究拠点」
助　　成　公益財団法人カメイ社会教育振興財団（仙台市）

江戸時代　18世紀　　丈 148.5cm　裄 72.0cm

　国宝「上杉家文書」には、１６世紀、戦国時代の上杉氏の外交文書が多数
含まれており、これが特徴の一つとなっています。この展覧会では、上杉謙
信や景勝と、東国の領主たちとの外交を示す文書を展示し、その歴史的意
味とともに、「上杉家文書」の最大の特徴である、当初の文書の形態を紹介
し、その意味するところに迫ります。

　豊臣秀吉の天下統一の仕上げとして行った奥羽再仕置から430年を記念し
て、上杉景勝とのその関係を紹介する展示。天正18年（1590）に小田原北条氏
を滅ぼした秀吉は、奥羽の諸領主を服属させ、検地や刀狩を実行します。翌
年、これに反発した奥羽領主たちの武力蜂起を鎮圧し、大
名の再配置や諸政策を実行したのが奥羽再仕置でした。
　この展示は栃木県立博物館・福島県立博物館を中心
とした、１３館の連携展示です。
◆コレクショントーク　12月11日（土）　10:00～　
　　　　　　　　　　　　　　　　　15:00～
　　　　　　　　　　　　　　　　  ★要常設展入館料

主な展示資料（予定）
（永禄１２年）正月７日北条氏照書状
（永禄１２年）４月1日真壁氏幹書状
（永禄１２年）閏５月１６日広泰寺昌派書状
（天正６年）６月１２日武田信豊朱印状
（天正１０年）２月２０日武田勝頼書状　ほか
いずれも国宝「上杉家文書」

会　期　１２月１１日（土）～２０２２年１月１０日（月・祝）
休館日　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）、年末年始
料　金　常設展示室入館料　一般４１０円、高・大生２１０円、小・中生１１０円
　　　　※常設展示の一環として行います。

主な展示資料
上杉景勝像
国宝「上杉家文書」（天正１８年）９月１８日豊臣秀吉朱印状
国宝「上杉家文書」（天正１９年）８月１８日豊臣秀吉朱印状
国宝「上杉家文書」（天正１９年）９月１２日豊臣秀吉朱印状ほか

　総合案内前では、当館アートコレクションから郷土作家をメインに作品を定期的に
　入れ替えながら展示しています。ご来館の際はぜひ足を止めてご覧ください。

■11月25日（木）～2022年1月23日（日）■９月23日（木・祝）～11月23日（火・祝）
高瀬捷三「眼鏡橋秋色　米沢上杉公園」
昭和時代　キャンバス・油彩
高瀬捷三「青根山荘にて」
昭和時代　キャンバス・油彩

本間国生「水墨日本風物抄　
第三十一図　冬山」
昭和30年代　紙本墨画淡彩

広瀬　功「白馬の春（白馬三山）」
制作年未詳　キャンバス・油彩

■2022年1月25日（火）～3月27日（日）

モールの作品展示予定

あついた　べに ちゃ しろ だん から かん ひし うち  いた          さ     や  がた   し     し   はな いり  きっ こう  もん  よう

上杉定勝自筆節用集写(当館）

会　期　2022年2月11日（金・祝）～3月13日（日）　
休館日　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日） 　
料　金　一般２１０（１６０）円、高・大生１１０（８０）円、小・中生５０（４０）円

※（　）は20名以上の団体料金

（永禄12年）正月７日北条氏照書状(当館）

上杉景勝像（当館）

＊展示作品は都合により
　変更になる場合があります。

米沢市上杉博物館開館20周年　118 stories
　～展覧会チラシでたどる175,200時間～

上杉博物館では開館以来20年間で118本の展覧会を開催しました。
情報ライブラリーポスター掲示コーナー（無料ゾーン）では、展覧会チラシを
2期に分けて展示し、20年の歩みを振り返ります。
懐かしい展覧会の記憶がよみがえります。
是非ご覧ください。

前期 　　3月31日（水）～9月21日（火）　　
後期　　 9月23日（木・祝）～
　　　　 　　　　2022年3月27日（日）   

「上杉家伝来能面・能装束
　　　　　　　～語りはじめた面袋～」

2 3

教育普及事業

募集制ワークショップ

出前授業、スクールプログラムの事例などはHPに掲載。お気軽に
ご相談ください。　お問合せ0238-26-8001（教育普及担当）

　

　

つくるたのしさ

※プレイショップは申込不要（団体利用
　はご予約下さい）、参加無料です。
※ワークショップなどのある日はお休みです。
　教育普及だよりの年間カレンダー、
　公式HPをご覧ください。

プレイショップ 　

 9月25日（土）～

10月26日（火）

モールでつくろう！
すてきなオーナメント

11月26日（金）～

12月22日（水）

型絵染の年賀状

2022.1月2日（日）～

　　1月26日（水）

ハニカムペーパーを
たのしもう！

1月29日（土）～

2月24日（木）

しぶきで描こう！
スパッタリング

2月25日（金）～

3月23日（水）

紙でつくろう！
かわいいおひなさま

ぐるぐるマーブリング

8月27日（金）～

9月23日（木・祝）

米沢市上杉博物館教育普及事業では開館から現在まで428回のワークショップの展開で
10,011人、学校との連携では、60,798人のお客様との出会いがありました。これからも
日常を美しく、楽しくしていくプログラムを提供し、よりよく生きるための教育普及事業をめざし
ていきます。

きものデザインの
ブックマーカーをつくろう

10月29日（金）～

11月23日（火・祝）

対象：どなたでも
定員：10名
募集開始：10/6（水）

11月３日（水・祝）
13：30～16：00

事前にお申込みください。（定員になり次第締め切ります）
参加費 各500円

対象：どなたでも
（中学生以下は保護者同伴）

定員：20名
募集開始：10/13（水）

11月 12日（金）
19：00～ 20：30

米沢市上杉博物館に住んでいる
教育普及のキャラクターたちを紹介します。

　　
いろんなものに興味
あり。
発想力が抜群。
動物や宇宙のことを
考えるのが好き。
意外にはずかしがりや。
　　　　

　
　　　

　　
活発でダイナミック。
手をうごかして何かを
作ることが得意。
日本のてわざを数々
マスターしているが、
お昼ねをしないと技が
はえない。
　　　　

　
　　　

ぷち

ぴよ

ぷち、はなのペット。
ふたりの抜けてい
るところを瞬時に
カバーする。
出来る鳥さん。

色の精

体験学習室を守護する
たくさんの色。
いつも光と話をしている。

はな

マスキングテープでたのしく

くねくねじゆうに

木星のもようをめざせ！

伝統模様をそめる

とびだすカードづくり

和紙ですてきに

ご来館の方へ
のお願い
～感染症予防～

・混雑状況により入場制限を行う場合があります。10名以上でのご利用の際は予約をお願いします。
・館内では、マスクを着用し、他のお客様と十分な距離を保ってご利用ください。
・館内で新型コロナウイルスが発生した場合に備え、チケット半券（入場年月日記載）の保管をお願いします。

①能面　小面　
②茶緞子花鳥唐草面袋　
③紺地菊桔梗唐草面当（裏：毛）
いずれも江戸時代　１８世紀

（東京国立博物館）

たて ろくまい あや

ぬいとり おり え ぬきいと

じ



4 5

伝国の杜
置賜文化ホール　 米沢市上杉博物館

文化財の公開に適した施設として文化庁長官が承認する公開承認施設は全国で110館しかありません（R3.7現在）。
米沢市上杉博物館は2016年に承認されました。（5年ごとに更新申請が必要です。）
継続した展示（公開）、保管環境のコンディション維持や資料の取り扱いの技術向上など、文化財を守りながら公開
するため学芸員たちは日々スキルを磨いています。

アニバーサリーイヤーの今年は、年間通して開館20周年を記念する展示や舞台事業を展開しています。
博物館を訪れること、舞台芸術に触れ参加することが皆様の日常の一部になり、生活がより豊かになる
ことを目指していきます。

伝国の杜ができるまで

発見！なつかしの米沢市立上杉博物館の開館20周年

旧館の収蔵庫の様子。所せましと

資料が並んでいます。

資料管理においてはいうに言えない

苦労がありました・・・

伝国の杜はかつての米沢城二の丸跡に建設されました。1997年（平成９）までは山形県立米沢工業高校がありました。歴史が重なっていく場所です。

公開承認施設

知っていますか？

9 月 29 日（水）9：00 ～無料プレゼント

1999年（平成11） 2000年（平成12）

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

建物内部の様子

みなさんにお馴染みの場所です

旧博物館からの引っ越しは
2001年8月12～20日。
開館直前です。
余りの忙しさに、引っ越しの
記録写真は全く残されていません・・・・

現在の米沢市上杉博物館の前身「米沢市立上杉博物館」（旧館）は1967年（昭和42）、松岬公園
内上杉神社稽照殿の北隣に開館しました。1999年（平成11）5月まで33年の歴史を刻みました。
現在の博物館は旧館時代の資料、仕事をすべて受け継ぎ、それを基礎のもとに成り立っています。
写真は「米沢市立上杉博物館」が開館20周年を迎えた1987年（昭和62）の開館20周年記念
特別展「独眼竜政宗展」の様子です。

H18.9/29 開館５周年

H22.４
常設展示室
上杉文華館
リニューアル
オープン

H23.3/15～4/15 
東日本大震災の
影響で臨時休館

H23.9/29　
開館10周年

H19.11/20
博物館入館者50万人達成

H20.4
伝国の杜
ファンクラブ
発足

H21.
米沢 愛と義のまち　
天地人博2009

当日博物館来館者には記念品
（ポストカード）贈呈

入場者515,775人
全国から大勢のお客様に
ご来館頂きました。

天地人博会期中の達成となりました。さまざまな面で
ボランティアさんの
ご協力を頂くようになりました。

H17.春
伝国の杜サポーター
募集開始

こども学芸員の育成開始。

開館記念特別展
「上杉家の至宝」

9/29、金剛流・観世流の
杮落とし公演を開催。

H17.春　博物館
チルドレンキュレーターズ
活動スタート。 

H13.9/29 開館
上杉鷹山公生誕250年祭
YOZANフェスティバル
の開幕と同時に開館。

H21.10/26　
博物館入館者
100万人達成（開館からの累計）

こども狂言クラブ
参加者96名

こども学芸員　
2021年までの
参加者42名

活動回数208回

H17.7
伝国の杜こども狂言クラブ設立。

H15.10/4～13
国民文化祭やまがた開催
天皇、皇后両陛下（皇太子・皇太
子妃時代）が来館されました。
これを機に毎年能楽の祭典、
吹奏楽の日コンサートを開催。

2度の東京公演を含め13回上演。

H23.3/11
東日本大震災発生

H27.7
米沢市上杉博物館
市立米沢図書館
収蔵文化財総合
データベース
公開開始

H29.9/23 ～ 10/22
特別展

「上杉家の名刀と三十五腰」

H31.4/20～6/9
特別展「上杉家
葵の姫のものがたり」

ネットゲーム「刀剣乱舞」が
大流行。刀剣ブーム到来。
刀剣女子が多数来館。

H26.9/23～10/26
企画展「トーベ・ヤン
ソン生誕100年
MOOMIN！ムーミン展」

南東北で唯一の巡回館となり、
女性客でにぎわいました。
ミュージアムショップは
過去最大規模に。

R2.4～　
新型コロナ
ウイルス感染症
拡大のため休館

来館者、スタッフの
安全のための
各種措置を行う。

この頃からSNSでの
情報発信スタート

休館中も各種事業の準備
博物館資料の整理作業など
業務を継続。
燃料節約のため空調は
ストップとなり、防寒着を
着用して業務となりました。

怒涛の10年。
上杉邦憲名誉館長と
かねたんが
くす玉を割ってお祝い。

常設展示の紹介や
美術コレクションの
紹介動画を公開。
在宅でも博物館と
つながる手法を模索。

体験学習室
プレイショップ
の造形体験を自宅で
楽しんでいただくため
造詣レシピをHPで配信。

▶

トークイベント
「葵の姫のものがたりと
上杉家」を開催。

数字で
みる
20年

数字で
みる
20年

伝国座
参加者117名

数字で
みる
20年

H23.11/12
開館10周年記念事業として
「100人で鶴亀を謡う会」が
能舞台で謡曲を発表。 H29.9/13　

博物館入館者
300万人達成

上杉文化エリアへようこそ

お得な会員制度が
スタートしました。

H31.3/21
新作こども狂言
『猿かに』発表

昔話をモチーフに制作した
オリジナルこども狂言作品。

H21.5/4
よねざわ市民ミュージカル

「伝国座」旗揚げ公演

©K. Kashiwaya

H29.5/20
伊達政宗生誕450年事業
ミュージカル『梵天丸』

H17～24
置賜ゆかりの若手音楽家たちと
学校やホールでの演奏会活動や
博物館展示室でのコンサートなど
多彩な企画で支援。

H20～31
米沢のアマチュア・オーケストラ支援
学生と社会人の合同コンサートを開催。

伝国の杜20周年記念サンクスプレゼントのおしらせ
お誕生日は 9 月 29 日。今年で 20 歳！
みんなでつくり、そだてる　伝国の杜！

国宝上杉本洛中洛外図屏風オリジナル
金地クリアファイルをプレゼントします。
※能舞台前にて　お一人一枚、先着 200 名様

上杉神社を中心とした上杉文化エリア内の各施設
（上杉伯爵邸・上杉城史苑・べに花庵・観光案内
所・児童会館）と一体となって、地域活性に取り組
んでいます。



6 7

一般発売10/28（木）9:00　

伝国の杜FC会員先行予約　10/20（水）～24（日）

【全席指定】2,000円
※上記金額は前売一般料金です。
※未就学児は入場できません。

予定プログラム
★日本応援団２０２０　★万殊の灯りに想いを馳せて　★絢爛バサラ
★新世界より（ドヴォルザーク作曲） ★紅蓮華（テレビアニメ「鬼滅の刃」OPテーマ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ほか ※曲目は変更になる場合があります。

番組（金剛流）
舞囃子　高砂　　シテ（住吉明神）：山田伊純　　
舞囃子　八島　　シテ（源義経の亡霊）：宇髙竜成　　
舞囃子　羽衣　　シテ（天女）：豊嶋晃嗣　　
半能　　小鍛冶　霊狐（稲荷明神の使）：山田伊純　三条宗近：原陸　

プログラム
サラサーテ／ツィゴイネルワイゼン 作品20
ベートーヴェン／ロマンス 第２番 ヘ長調 作品50
モンティ／チャールダーシュ
シューマン／交響曲 第１番 変ロ長調「春」作品38  他

小鍛冶の1シーン【能面 : 小飛出】

メンバー
井上　良平（和太鼓・三味線）　井上　公平（和太鼓・三味線・笛）
石垣　征山（尺八）　山田　路子（篠笛）　市川　慎　（箏・十七絃）
山野　安珠美（箏・十七絃）　尾上　秀樹（中棹三味線）

2022 年
２/20（日）15：00開演

11/23（火・祝）15：00開演

【全席指定】 一般 4,000 円  ➡ 応援割で 3,200円 他
※上記金額は前売料金です。
※未就学児は入場できません。

一般発売 11/18（木）9:00　

伝国の杜 FC 会員先行予約

11/10（水）～ 14（日）

【全席指定】 4,000 円
※上記金額は前売料金です。
※未就学児は入場できません。

事業の内容が変更となる場合には、公式ホームページや Twitter にてご案内します。また、各チケット取扱い所は発売時期にあわせて発表します。

三遊亭円楽 ・ 林家たい平　二人会
能面から知る能の世界

NIPPON 応援　和楽器 LIVE

伝国の杜こども狂言クラブ よねざわ市民ミュージカル 伝国座

伝国の杜で頑張る団体の軌跡

太田弦 松本蘭

※企画展 「上杉家伝来能面 ・ 能装束～語りはじめた面袋〜」 連携企画

　能面は、「おもて」といわれ、曲の位を支配するほど重要なものです。ほとんどの場合、能
面には役専用の面はなく、演目によって種類が決められています。最終的にどの面を使うかは、
能のプロデューサーであるシテに任されます。
　神様を表す能面が登場する演目では、「神舞」とよばれる非常に速いテンポの舞が、颯爽と
品格を伴って舞われます。また、女性を表す能面が登場する演目では、「序の舞」とよばれるゆっ
くりとしたテンポの舞が美しく舞われます。そのような違いを楽しみつつ能面と能の面白さを
更に知っていただける舞台です。能楽師による能面の解説で演目の世界がより身近に感じられ
る内容です。
　上杉博物館企画展「上杉家伝来能面・能装束～語りはじめた面袋～」とともにご覧ください。

　「1000年続く和の音を、1000年先まで伝えたい。」をコンセプトに、2008年に和

楽器のみで編成されたユニット、AUN J クラシック・オーケストラ。

　思わず手拍子をしたくなるような楽しいオリジナル曲は、普段馴染みのない和楽器

の面白さを知ることができます。さらに、誰もが知っているクラシック曲やアニソン

の和楽器アレンジも披露。聴き馴染みのある曲でも楽器が異なると雰囲気も少し変わ

ります。その違いをお楽しみください。大人から子どもまで楽しいひと時を過ごせる

と同時に、触れる機会の少ない和楽器の魅力に心を動かされます。

山形交響楽団ユアタウンコンサート 米沢公演

　お茶の間でも大人気の落語家が、開館20周年記念事業

で再び登場。毎年好評を博していた落語会は実に２年ぶり

の開催となります。笑いの灯、古典芸能の伝統を絶やさな

いために今回は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

めのガイドラインに沿って、工夫を凝らして開催します。

お二人の話芸を聞きにぜひ足をお運びください。

　伝国の杜開館と同時に始まったこども狂言ワークショップ

は、2005年に正式なこども狂言クラブとして活動を始めま

した。

　現在7名の子どもたちが年度末の成果発表会に向けて、小

舞・狂言の稽古を楽しんでいます。

創作狂言「猿かに」
クラブで創りみんなで
出演しました。

小舞「兎」
狂言クラブに入会して
最初に習う小舞です。

狂言「茸」
４～９歳のキノコ達が
能舞台をぴょこぴょこ

　春を告げるシューマンを指揮するのは若手のホープ太田弦！ 2 月の米沢はまだ、春の訪れが
待ち遠しい季節、ひと足早くお客様の心へと春の風をお届けします。
　そんな心躍る季節にふさわしいヴァイオリンのはなやかな技巧曲「ツィゴイネルワイゼン」
では、ヴァイオリニスト松本蘭と山響のタッグが今からとても楽しみです。
　本公演は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている山形県内の文化団体の支援制度「や
まがた文化応援キャンペーン」が適用となるお得な入場料です。

　2009年に誕生した米沢初の本格的ミュージカルグループ。
　名前の由来は上杉鷹山公の「伝国の辞」。ケネディ大統領
もリスペクトしたという鷹山公の時代を超えた先見性を顕
彰し、市民の力で米沢の歴史や偉人にまつわるミュージカ
ル作品を上演し発信していこうと、プロの指導を受けなが
ら楽しく稽古を重ねています。

2009
制作発表、オーディションを
経てレッスン開始。

2010～2013
第１作オリジナルミュージカ
ル「Faith(フェイス)～未来
をつむぐ実験室」に出演。
同作は２度の東京公演を含め
計13回上演。

2014
全国田んぼアートサミットin
米沢で上演されたミュージカ
ル「常長の祈り」に出演。

2016
新作公演にむけて新メンバー
とのレッスンを開始する一
方、「Musical Songs Medley
～ミュージカルを彩るソング
＆ダンス～」に出演。

2017
第２作オリジナルミュージカ
ル「梵天丸(ぼんてんまる)」
に出演。伊達政宗生誕450年
の節目を祝う。

2018
帝人株式会社100周年記念イベ
ントで「Faith」short version
出演。

週１回のレッスンと、置賜文
化ホールで年１回の成果発表
公演など活動を継続中。

(C)ai ueda

月１回の狂言師による
稽古は、笑いもありつつ
真剣そのものです。

11/13（土）14：00開演 2022年
１/22（土）14：00開演

2022年
２/20（日）15：00開演

【全席指定】
一般3,500円　
学生 2,000円
※上記金額は前売料金です。
※未就学児は入場できません。

ホールからのお知らせ　▼


